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秋から冬ころもがえ
アッコさん

昨年は夏がとても長く暑かった事や、秋が少なく冬が来て
しまったため、季節をゆっくり感じる事が出来ませんでし
た。季節の移り変わりや、その時にしか感じられない空気
をイメージして作りました。感じたままに色をつけて、そ
の時のイメージで枯葉や小枝、ドングリなどを絵の周りに
つけました。

作っている時、楽しかった。特にツリーを頑張って作った。

説明

感想
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フォトぽんぽん
YASU

カメラで写真撮影をするのが好きな方が作った作品です。
ご自身で撮った写真を選び、白い画用紙に貼り付けました。
街の風景やシャボン玉、青空、支援員の背中など普段から
作者が見ている景色がたくさん映っています。

手でグーサインを作り、よくできたことを表現されていま
した。

説明

感想
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「えっ！？」

ウインドパーティ

パーティのご利用者全員（12名）の指先を使い、繊細で
ありながら大胆な仕上がりになっております。タイトルの
「えっ！？」は見る方によって様々な「見え方」や「解
釈」があると思います。そこも楽しんでいただけると幸い
です。

絵の具の感覚を指先で楽しんでおりました。ひとつの作品
を仕上げることで、パーティの一体感が生まれました。

説明

感想
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かおをかいたの

KH

「お顔かいてあげる！」笑顔でそうお話しされるこの方。
毎日お仕事としてバスのチェックボードにイラストを書い
てくださいます。最初は〇印だったのがいつからかお顔に
なりました。それは職員の顔の時もあればご友人の顔の時
もあり、はたまた誰でもない時もあります。一つ一つがこ
の方のその時の気持ち、想いのこもった「お顔」なのです。
今までたくさん書いたお顔の中から選りすぐりの4つを
貼っていただきました。

お顔をかきました。

説明

感想
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山手線

KY

普段、電車の本を使って車掌になりきっており、現在は電
車がマイブームになっています。職員に「この色は～～
線！」とお話しされることもあります。電車の中でも印象
的な山手線の車両をモチーフに色鉛筆で電車の絵を作成し
ました。

こんなんでいいかな。最初は不安そうでしたが職員に褒め
られ自信をつけた様子でした。

説明

感想


